	                                                                                      南病棟　チームカンファレンス記録
	院　長
	課　長
	主　任

	

	
	
	
	
	

	平成　１７年　１2月12日　　（月）


	
	
	
	


               司会者　清川　真澄　　記録者　　杉澤　八重子
	松沢
	小向
	西山
	木村
	杉澤
	中野
	小泉
	清川
	小笠原
	玉木
	高森
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	公休
	深夜
	深夜
	ＣＤ留守
	○
	公休
	会議
	○
	公休
	○
	準夜

	石橋
	山本
	浦田
	三本木
	森崎
	日向端
	荒木田
	及川
	山地
	沼端
	　鈴木
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	公休
	公休
	公休
	公休
	遅番
	公休
	CD留守
	欠勤
	○
	欠勤
	深夜

	　仲村
	神代
	漆舘
	上口
	佐々木
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	準夜
	○
	公休
	準夜
	学校
	
	
	
	
	
	
	


 出席者は記載者が○をつける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名する事。

＜連絡事項＞

· 山下　サキ様～安ケ平Dｒとご家族様（次女夫婦）面談あり、電話、書類に関しての処　　　　

　　　　　　　　　遇制限の指示でました。庶務へは、連絡済みです。また、手紙を預か

　　　　　　　　　った際には、ご家族様より手紙を貰いたいという希望がありましたの

　　　　　　　　　で、会計時、お返しするようにしていきましょう。

· 年末の大掃除のチェックリスト作成しています。日頃手の届かないところを中心に掃除

していきましょう。足りないところがあれば追加のほう宜しくお願いします。

· 大久保まつゑ様～ご家族様（特に息子の妻様）へ食事介助方法、トロミのつけ方についての指導をするにあたり、指導計画書を作成していく予定です。

＜週間予定＞

１２月１２日　症例検討会議

　　　　　内部監査、三上医師お休み

１２月１３日　実施審査

１２月１４日　生活保護実態調査

１２月１５日　給食委員会（１６時～）　心電図検査

　　

１２月１６日　　歯科

＜主治医ケースカンファレンス＞

· 山下　ヨシ様～岸原病院よりお返事が来ています。内視鏡検査の結果、５ｃｍの潰瘍が

　　　　　　　　　あったとの事でした。南病棟の患者様は自分から訴えてくる方が少ない為、日常生活の中でのちょっとした変化に気付き、対応していきましょう。

・　これからの季節、肌の乾燥がみられると思います。その際は、皮膚の観察をする

とともに、入浴後の保湿クリームで対応ししていきましょう。

· 患者様で、目がかすむと訴えられた場合は、向精神病薬の副作用の可能性も考えられますので、注意していきましょう。

· 最近、転倒する患者様が多くなってきています。同じことを繰り返さないように注意していって下さい。

＜転倒のリスクが高い患者様＞

Ａユニット…三浦　一男様：車椅子からの乗り降りを１人でしようとすることがあるので、

　　　　　　　　　　　　　見守り、付き添いしていきましょう。

Ｂユニット…板垣　富蔵様：つまずいて転びそうになることがあります。又、夜間眠気が強く、足の運びも悪いためトイレに間に合わず尿失禁されることが多いです。歩行困難なときもあるため、夜間トイレ行かれる際は付き添っていきましょう。

　　　　　　峰田　満男様：小走りとなり、止まれずに転びそうになったり、レストランに行かれる際つまずきお膳をひっくりかえすこと何度かあります。今後も注意して見守り、付き添い、介助していきましょう。

　　　　　　荒谷　正毅様：現在杖歩行中。歩行時ふらつきみられています。

　　　　　　田中　清様　：現在日常生活動作の低下みられています。日常生活動作全搬見守り、付き添い必要ですが、車椅子からの乗り降りの際特に注意が必要です。

　　　　　　藤田　金弘様：現在疥癬の経過良好で、今後活動範囲が広がると転倒する危険性が高くなると考えられています。

Ｃ・Ｄユニット…宮　チヤ様：前を歩く他患者様に対し、足をだしたりすること多く、そのことで、徘徊が多い患者様は転倒しそうになる事があります。

　　　　　　　槇　滋様：テレビを見ている際、テレビの前を徘徊する患者様に対して、足で蹴ろうとすることがあります。

　　　　　　中村　松五郎様：介助に対しての拒否が強く、座るように促しますが、出来ずにいます。拒否が強いときは、病棟内、付き添いにて歩いて頂き、疲労感が出てきたら休むよう促していきましょう。

　　　　　　長根　實様・長坂　才次郎様・市橋　ヒデ様・鳥谷部　國光様・長根　矢一

様、見付　喜久様・濱浦正明様

Ｃ・Ｄユニットの患者様は、アクシデントがおきた際にも転倒する危険性が高い為、今後も見守り、付き添いしていきましょう。
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